
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：2026年４月７日（火）１４時～１６時 

場所：大谷本郷自治会館（上尾市大字大谷本郷802-1 駐車場なし） 

赤ちゃんとどんなことしたい？ 

① 歌をうたってあげる 

② 絵本の読み語りをする 

③ 笑わせたい 

④ 手遊びする 

⑤ まねっこしあう 

⑥ おもちゃでよろこばせたい 

（えらんだり・つくったり） 

⑦ だっこしたい 

⑧ その他 

 

【お申込み・お問い合わせ】 

認定 NPO 法人彩の子ネットワーク  住所：〒３６２－００１４ 上尾市本町２－１３－８根貝戸団地 1 階 

電話：０４８－７７０－５２７２  FAX：０４８－７７０－５２７０  メール：office@sainoko.net 

  主催：認定 NPO 法人彩の子ネットワーク 後援：上尾市・上尾市教育委員会・上尾市社会福祉協議会 協力：大谷本郷自治会 

       住友理工 夢・街・人づくり助成事業 

【赤ちゃんサロン プログラム】 
●「はじめの 100 か月育ちのビジョン」のお話 
●赤ちゃんの自己紹介 
●赤ちゃんと遊んでみよう 
●エプロンシアター 

小学生のみなさんへ 

赤ちゃんのお世話、してみませんか？ 

 

【募集内容】 

対象：小学生とその保護者  定員：10 組程度  参加費：無料   
※保護者の方にも参加していただきたいプログラムですが、お子さんだけでの参加も可能です。 

申込み方法：（1）小学生スタッフになってやってみたいこと①～⑧から選ぶ 

：（2）希望する内容の番号と、氏名（ふりがな）・学年・ 

保護者の氏名（ふりがな）・住所・電話番号を記載の上、 

下記申込み先へメールか、電話で申し込み 

申込み期間：2026 年 3 月 25 日（水）12 時～ 定員になり次第締め切り 

スタッフさんと 

いっしょに 

上尾市つどいの広場あそぼうよ 

「赤ちゃんサロン」 in 大谷本郷自治会館 

小学生は、赤ちゃんにとっては、大きなお兄さん・お姉さん 
赤ちゃんたちは、みんなに関わってもらうと、とても嬉しい! 
赤ちゃんたちに、頼りにされる体験をしにきませんか? 

地域子育てコーディネートワークス 

上尾市 

つどいの広場あそぼうよの 

※先着順で受け付けますが、申込み多数の場合、一度ご参加いただいた方は、ご遠慮いただく場合があります。 

  次回は、夏休み中に開催する予定です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彩の子ネットワークでは、地域子育て支援拠点「上尾市つどい
の広場あそぼうよ」を運営。「「おおきくなったね！×おおきく
なってね！子ども服交歓会」も開催。随時、赤ちゃん・子ども
に関わるボランティアを募集しています。 

赤ちゃんに出会うと、 

子育ての原点の気持ちに立ち返れたり、 

大人も子どもも、気持ちがやさしくなれたり・・・・ 
 
世代を超えて 

声かけあえたり、手をかしあえたりしたら 

子どもたちのこれからの社会が 

安心して生きていけるものになる 

 

豊かなものになっていく 

 

 赤ちゃんからつながって、 
みんなでいっしょに育っていこう 

 
 

―赤ちゃんたちの豊かさを、みんなのものにー 

 小学生は、赤ちゃんたちの育ちを応援できる 
赤ちゃんに一番年が近い、頼もしい存在！ 今は、ミルク 

いらないの 

赤ちゃん・子どもたちは 

いろいろな人の応援があったら、 

もっとうれしく育っていける！ 

 

お買い物って、 
こうするんだよね！ 

笑顔のうれしいやりとり！ 

自分がしてもらってきたことを、 
してあげたい！ 

“ジブンで！” 

赤ちゃんの意思を感じること― 

それは、子どもにとっても大人にとっても 

大事な体験 

 

「はじめの１００か月の育ちビジョン」について 

“はじめの１００か月”とは、子どもの誕生前（胎児期）から、
およそ小学１年生になるまでの期間。人が生まれ育っていく
のに、その１００か月は「生涯の幸せをつくる」ベースとし
てとても大切にしたい時期だと、脳科学、発達心理学等の知
見を踏まえてなされた議論を元に、こども家庭庁により、
この指針が策定されました。 
赤ちゃんたちがウェルビーイング（身体的・精神的・社会

的に幸せな状態）であるように、また、保護者もウェルビー
イングであるように、直接子どもに関わりがなくても、すべ
ての人々が、その人の立場で子どもの育ちを応援する社会を
目指すというもの。 
赤ちゃんに関わりを持つことは、小学生にとっても、大人

たちにとっても、成長していけるステキなきっかけに― 
 

 


